
２．休学者の状況（12月末時点の状況）

○休学者数の割合は、令和３年度は令和２年度に比べて、やや

減少している。コロナを理由とした休学者数の割合については

若干増加しており、実人数では約1.3倍となっている。

大学
(大学院生
含む)

R3年度 R2年度 R元年度

8月末時点 12月末時点 8月末時点 12月末時点 8月末時点 12月末時点

休学者数 50,908人
(4,418人) 

64,783人
(5,855人) 

47,087人
(2,677人) 

65,670人
(4,434人)

- 71,287人

学生数に
占める休学
者数の割合

1.70%
(0.15%)

2.17%
(0.20%)

1.57%
(0.09%)

2.23%
(0.15%)

- 2.42%

※表の括弧内は、そのうち新型コロナウイルス感染症の影響によるものだと回答があった者の数/割合

※R3年度(4~8月)、R2年度、R元年度の数値は過去の調査結果より引用

R3休学者数の内訳（全体）

○休学者のうちコロナを理

由とした者の内訳としては、

令和2年度と比べ、

・経済的困窮は増減なし

(±0.0ポイント(R2:15.0%))

・学生生活不適応・修学

意欲低下はやや増加

(＋1.0ポイント(R2:9.6%))

R3休学者数のうちコロナを理由とした者の内訳

(R2:16.0%)

(R2:8.1%)

(R2:15.0%)

(R2:9.6%)

N=1,937人

N=29,733人

N=5,855人

N=64,783人

○中退者のうちコロナを理

由とした者の内訳としては、

令和2年度と比べ、

・学生生活不適応・修学

意欲低下は増加

(+10.3ポイント(R2:20.0%))

・経済的困窮は減少

(－8.2ポイント(R2:28.1%))

※表の括弧内は、そのうち新型コロナウイルス感染症の影響によるものだと回答があった者の数/割合

学生の修学状況（中退者・休学者）に関する調査【令和３年12月末時点】

１．中退者の状況（４～12月の状況）

○中退者数の割合は、令和３年度は令和２年度に比べて、若

干増加している。コロナを理由とした中退者数の割合について

も若干増加しており、実人数では約1.4倍となっている。

◆ 調査対象 ：全国の国公私立大学（短期大学を含む）及び高等専門学校（回答率96.2％）
◆ 調査時点 ：令和３年12月末時点
◆ 調査趣旨 ：各大学等における中退者・休学者の状況について調査

引き続き状況を注視するとともに、大学等と連携して学生へのきめ細かな支援を継続して実施。

大学
(大学院生
含む)

R3年度 R2年度 R元年度

4~8月 4~12月 4~8月 4~12月 4~8月 4~12月

中退者数 11,862人
(701人) 

29,733人
(1,937人) 

12,322人
(385人) 

28,647人
(1,367人)

14,239人 36,016人

学生数に
占める中退
者数の割合

0.40%
(0.02%)

0.99%
(0.06%)

0.41%
(0.01%)

0.97%
(0.05%)

0.48% 1.22%

※R3年度(4~8月)、R2年度、R元年度の数値は過去の調査結果より引用

R3中退者数の内訳（全体）

R3中退者数のうちコロナを理由とした者の内訳

(R2:18.3%)

(R2:19.3%)

(R2:28.1%)

(R2:20.0%)


